
～ 令和 7年 1月 20日

（対象者数） 20 （回答者数） 17

～ 令和 7年 1月 20日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・子ども達が日々の療育を楽しめるよう、偏りのない
支援内容を提供する。
・新しい取り組みも取り入れられるよう、事業所全体
で様々な視点を持って話し合い、療育プログラムを決
めていく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・家庭でできる療育や制作等を、毎月の通信で提供し
ていくことを検討。

2

・各学校から集まってご利用されている為、学校のお
友達だけではない交流にはなっている。
・近隣の公園や施設・戸外活動を通じて交流は出来て
いるが、必要とされている交流方法を検討していく。

3

日替わりで療育プログラムを設定。

・5領域を意識して療育内容を決定。
・スケジュールに添った集団活動を取り入れている。
・机上課題も取り入れ、静と動を意識したメリハリのあ
る活動を実施。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者等が同伴して行うプログラムの提供や、保護者会
の設定が困難。

・環境の変化に敏感な子どもがいる。
・保護者分の駐車場の確保が困難。

地域の子供との交流の機会が不足している事
・「放課後児童クラブや児童館との交流や地域のこども
と活動する機会」の活動を提供できていない。

令和 7年 1月 6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和 7年 3月 1日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 スマイル・キッズ増尾

○保護者評価実施期間
令和 7年 1月 6日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表(放課後等デイサービス)公表


